
(57)【要約】

【課題】　ハロゲン含有物を含まないエラストマーを用

い、特に、水への臭いの移行、色水（黒水）の発生がな

く、軽量化、柔軟性、耐熱性、耐久性および金具組み付

け性に優れた液体用ホースを提供することを目的とする

。

【解決手段】　内側層となる内層には、ポリプロピレン

（ＰＰ）とエチレンプロピレンジエンゴム（ＥＰＤＭ）

からなるオレフィン系熱可塑性エラストマー（ＴＰＯ）

を用い、内層の外周面に編み組又は巻き付けによる補強

層を設け、外側層となる外層には、ポリプロピレン（Ｐ

Ｐ）マトリックス（連続層）に５μｍ以下の完全架橋あ

るいは部分架橋されたエチレンプロピレンジエンゴム（

ＥＰＤＭ）を分散させた動的架橋オレフィン系熱可塑性

エラストマー（ＴＰＶ）を用い、内層と外層とは補強層

を介して直接融着していることを特徴とする。補強層は

、編角度又は巻き付け角度４５～６０°であることが好

ましい。

【選択図】　図１

JP 2006-207648 A 2006.8.10



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 側 層 と な る 内 層 に ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） と エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ
Ｍ ） か ら な る オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） を 用 い 、 内 層 の 外 周 面 に 編 み
組 又 は 巻 き 付 け に よ る 補 強 層 を 設 け 、 外 側 層 と な る 外 層 に オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト
マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） を 用 い 、 内 層 と 外 層 と は 補 強 層 を 介 し て 直 接 融 着 し て い る こ と を 特 徴 と す
る 液 体 用 ホ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 内 層 の オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） が 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） マ ト
リ ッ ク ス （ 連 続 層 ） に ５ μ ｍ 以 下 の 完 全 架 橋 あ る い は 部 分 架 橋 さ れ た エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン
ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 分 散 さ せ た 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ
Ｖ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 用 ホ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 補 強 層 は 、 編 角 度 又 は 巻 き 付 け 角 度 ４ ５ ～ ６ ０ ° で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は
２ に 記 載 の 液 体 用 ホ ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ２ 本 以 上 を 並 列 に 配 し 、 外 周 面 の 少 な く と も 一 部 を 接 合 し て な る 複 数 管 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 体 用 ホ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 水 、 温 水 、 あ る い は 不 凍 液 用 と し て 一 般 住 宅 に 配 管 さ れ る ホ ー ス で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 体 用 ホ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 技 術 分 野
　 こ の 発 明 は 、 一 般 住 宅 用 ホ ー ス 、 各 種 産 業 用 ホ ー ス と し て 用 い ら れ る 液 体 用 ホ ー ス に 係
り 、 特 に 、 給 湯 装 置 と 浴 槽 と の 間 又 は 各 種 機 器 間 を 繋 ぐ 液 体 用 ホ ー ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 一 般 住 宅 等 に 設 置 さ れ て い る 浴 槽 に は 、 浴 槽 へ の 給 湯 又 は 追 い 焚 き を 行 う た め に
、 給 湯 装 置 と 浴 槽 と を ホ ー ス に よ っ て 接 続 し て い る 。 こ の よ う な ホ ー ス に は 、 ２ 本 の ホ ー
ス を 独 立 的 に 用 い る か 、 予 め 並 列 し て 接 合 さ れ た ２ 本 の ホ ー ス を ツ イ ン 管 と し て 用 い ら れ
る 。 そ し て 、 こ れ ら の ホ ー ス は 、 金 属 あ る い は 架 橋 ポ リ エ チ レ ン に よ っ て 製 造 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 金 属 製 ホ ー ス や 架 橋 ポ リ エ チ レ ン ホ ー ス の 場 合 に は 、 柔 軟 性 に 劣 り
、 施 工 す る 際 に 作 業 性 が 悪 く 、 ま た 金 具 へ の 組 み 付 け が 難 し い と い う 問 題 が あ っ た 。 そ こ
で 、 塩 化 ビ ニ ル 製 ホ ー ス が 使 用 さ れ て き た が 、 塩 化 ビ ニ ル は 、 耐 熱 性 に 劣 る た め に 高 温 の
温 水 を 通 す こ と が で き な か っ た 。 そ の た め に 、 高 温 の 温 水 で 効 率 よ く 給 湯 し た り 、 追 い 焚
き し た り す る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の 問 題 を 解 決 し 高 温 の 温 水 を 通 す こ と が で き る よ う に 、 耐 水 性 合 成 ゴ ム か ら な る
内 面 ゴ ム 層 と 、 合 成 繊 維 に よ っ て 網 状 に 形 成 さ れ た 補 強 層 と 、 耐 油 性 合 成 ゴ ム か ら な る 中
間 ゴ ム 層 と 、 熱 可 塑 性 樹 脂 か ら な る 外 面 層 の ４ 層 構 造 か ら な る ツ イ ン ホ ー ス が 開 示 さ れ て
い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ３ ６ ９ ５ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 開 平 １ １ － ３ ３ ６ ９ ５ ５ 号 公 報 記 載 の 温 水 配 管 用 ホ ー ス は 、 ２ 本
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の ホ ー ス を 並 列 に 配 し た ツ イ ン 管 と す る た め に 、 外 面 層 に は 、 通 常 溶 着 性 の 良 い 塩 化 ビ ニ
ル 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ Ｃ ） が 使 用 さ れ る 。 塩 化 ビ ニ ル 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ
ー （ Ｔ Ｐ Ｖ Ｃ ） は 、 廃 棄 処 理 の 際 に ハ ロ ゲ ン が 遊 離 す る こ と が あ る な ど 環 境 に 影 響 を 与 え
る お そ れ が あ る 。 従 っ て 、 上 記 公 報 記 載 の 温 水 配 管 用 ホ ー ス は 、 高 温 の 温 水 を 通 す こ と が
で き る も の の 、 近 年 高 ま っ て い る 環 境 問 題 に 対 応 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 上 記 温 水 配 管 用 ホ ー ス は 、 内 面 に 加 硫 ゴ ム 層 を 有 し て い る た め に 、 ホ ー ス 自 体 の
臭 い が 強 く 温 水 を 通 し た と き 温 水 に 臭 い が 移 行 し や す く 、 ま た 、 混 合 さ れ て い る 物 質 が 抽
出 さ れ る こ と に よ る 色 水 （ 黒 水 ） が 発 生 し 易 い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 は 、 か か る 現 状 に 鑑 み て さ れ た も の で あ り 、 環 境 問 題 の 原 因 と な る 塩 化 ビ ニ ル
樹 脂 な ど の ハ ロ ゲ ン 含 有 物 を 含 ま ず 、 ま た 、 水 等 へ の 臭 い の 移 行 や 色 水 （ 黒 ） の 発 生 が な
く 、 し か も 軽 量 化 、 柔 軟 性 、 耐 熱 性 、 耐 久 性 及 び 金 具 組 み 付 け 性 に 優 れ た 液 体 用 ホ ー ス を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 次 の よ う な 構 成 と し た 。 即 ち 、 こ の 発 明 に 係 る 液
体 用 ホ ー ス は 、 内 側 層 と な る 内 層 に ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） と エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン
ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） か ら な る オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） を 用 い 、 内 層 の
外 周 面 に 編 み 組 又 は 巻 き 付 け に よ る 補 強 層 を 設 け 、 外 側 層 と な る 外 層 に オ レ フ ィ ン 系 熱 可
塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） を 用 い 、 内 層 と 外 層 と は 補 強 層 を 介 し て 直 接 融 着 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 。 そ し て 、 前 記 内 層 の オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） は 、
ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） マ ト リ ッ ク ス （ 連 続 層 ） に ５ μ ｍ 以 下 の 完 全 架 橋 あ る い は 部 分 架
橋 さ れ た エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 分 散 さ せ た 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系
熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 前 記 補 強 層 は 、 内 層 と 外 層 が 直 接 融 着 す る よ う に 編 み 目 の 間 が 開 い て い る こ と が 好 ま し
く 、 そ の た め に 編 角 度 又 は 巻 き 付 け 角 度 ４ ５ ～ ６ ０ ° で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 ホ ー ス は 単 体 で 使 用 す る こ と が で き る が 、 ２ 本 以 上 を 並 列 に 配 し 、 外 周 面 の 少 な く
と も 一 部 を 接 合 し て な る 複 数 管 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 前 記 ホ ー ス は 、 水 、 温 水 、
あ る い は 不 凍 液 を 通 す 一 般 住 宅 の 液 体 用 ホ ー ス と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 環 境 問 題 の 原 因 と な る 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 な ど の ハ ロ ゲ ン 含 有 樹 脂 を 含 ま
な い か ら 環 境 に 影 響 を 与 え る こ と が な い 。 ま た 、 内 層 に は 、 加 硫 ゴ ム で は な く 臭 い の 発 生
の な い 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー を 用 い た か ら 、 液 体 へ の 臭 い の 移 行 が な く 、 混 合 物 の 抽 出 に
よ る 色 水 （ 黒 水 ） の 発 生 も な い 。 ま た 、 内 層 、 外 層 と も 低 比 重 （ ０ ． ９ ６ ～ １ ． ０ ０ ） の
材 料 を 用 い た か ら 、 軽 量 化 、 柔 軟 性 、 耐 熱 性 、 耐 久 性 及 び 金 具 組 み 付 け 性 に 優 れ た 液 体 用
ホ ー ス を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 に 、 こ の 発 明 に 係 る 液 体 用 ホ ー ス の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ に 示 す
よ う に 、 ホ ー ス Ｈ は 、 内 側 層 と な る 内 層 １ と 、 そ の 外 側 に 補 強 層 ２ を 介 し て 外 層 ３ を 設 け
て な る 複 層 構 造 の ホ ー ス で あ る 。 前 記 内 層 １ は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） と エ チ レ ン プ ロ
ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） か ら な る オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） に
よ り 形 成 し て な り 、 内 層 １ の 外 周 面 に 編 み 組 に よ る 補 強 層 ２ を 設 け 、 外 側 層 と な る 外 層 ３
に オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） に よ り 形 成 し 、 内 層 と 外 層 と は 補 強 層 の
網 目 を 介 し て 直 接 融 着 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 内 層 １ に 用 い る オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン
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（ Ｐ Ｐ ） マ ト リ ッ ク ス （ 連 続 層 ） に ５ μ ｍ 以 下 の 完 全 架 橋 あ る い は 部 分 架 橋 さ れ た エ チ レ
ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 分 散 さ せ た 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス
ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ
ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） を 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） マ ト リ ッ ク ス （ 連 続 層 ） に ５ μ ｍ 以 下 の 完 全 架
橋 あ る い は 部 分 架 橋 さ れ た エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 分 散 さ せ た も の
と す る こ と に よ っ て 、 耐 抽 出 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 補 強 層 ２ は 、 内 層 １ を 成 形 後 、 ブ レ ー ド 又 は ス パ イ ラ ル 等 の 任 意 の 方 法 で 編 み 組 み
を 行 い 、 チ ュ ー ブ に 予 熱 を 与 え た 後 外 層 を 押 出 す る こ と に よ り ホ ー ス を 成 形 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 １ つ の 金 型 の 中 で 内 層 、 補 強 層 、 外 層 を 成 形 し て も よ い 。 編 み 目 は 、 内 層 １
と 外 層 ３ が 溶 着 で き る よ う に 開 い て い る こ と が 好 ま し く 、 編 角 度 は ４ ５ ～ ６ ０ ° と す る 。
編 角 度 ６ ０ ° 以 上 で は 、 網 目 が 小 さ く な り 内 層 １ と 外 層 ３ の 樹 脂 が 直 接 溶 着 す る こ と が で
き な く な り 、 接 着 力 が 低 下 す る か ら で あ る 。 一 方 、 編 角 度 ４ ５ ° 以 下 で は 、 常 温 で は 問 題
が な い も の の 、 例 え ば ８ ０ ℃ 雰 囲 気 中 で は 耐 圧 性 を 保 持 で き な く な る お そ れ が あ る か ら で
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 構 成 の ホ ー ス は 、 内 層 １ と 外 層 ３ を オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー に よ り 形 成
す る こ と と し た か ら 、 内 層 １ と 外 層 ３ と を 溶 着 す る こ と が 可 能 で あ り 、 加 硫 工 程 が 不 要 で
あ る 。 ま た 、 編 角 度 を ４ ５ ～ ６ ０ ° と す る こ と に よ り 編 み 目 を 開 け る こ と が で き る か ら 、
内 層 １ と 外 層 ３ と が 直 接 溶 着 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 接 着 層 や 中 間 層 が 不 要 と な り 、
工 程 を 簡 素 化 し て 安 価 な ホ ー ス と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 ホ ー ス Ｈ は 、 単 体 で 使 用 す る こ と が で き る の は 勿 論 で あ る が 、 図 ２ に 示 す よ う に 、
同 じ 長 さ の ２ 本 の ホ ー ス を 並 列 さ せ て 外 層 ３ 同 士 の 一 部 を 溶 着 に よ っ て 接 合 し 一 体 化 し た
複 数 管 と し て 使 用 し て も よ い 。 複 数 管 と す る に は 、 ２ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ℃ の 熱 風 を 外 層 の 接 合
部 に あ て 、 ２ 本 ま た は ３ 本 以 上 の ホ ー ス を 圧 着 後 冷 却 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。 ま た 、 熱
板 を 接 合 部 に 直 接 あ て 溶 着 す る な ど 任 意 の 方 法 で 複 数 管 と す る こ と が で き る 。 こ の 発 明 に
係 る 液 体 用 ホ ー ス は 、 図 示 す る の を 省 略 し た が 、 両 端 部 に 接 続 金 具 を 取 り 付 け て 使 用 さ れ
る 。 次 に 実 施 例 と 比 較 例 に つ い て 説 明 す る 。
（ 実 施 例 １ ～ ３ ）
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 内 層 １ に 用 い る オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー に つ い て 各 種 試 験 を 行 っ た 。
実 施 例 １ は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） と エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） か ら
な る オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） と し て 、 プ ラ ス ・ テ ク 社 製 の 「 ア ム ゼ
ル ７ Ｋ Ｆ Ｒ ０ ５ ９ － １ 」 を 用 い 、 射 出 成 型 に て 厚 さ ２ ｍ ｍ に 成 型 し た 試 験 片 を 用 い た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 実 施 例 ２ は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） と エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） か
ら な る オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） で あ っ て 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ）
マ ト リ ッ ク ス （ 連 続 層 ） に ５ μ ｍ 以 下 の 完 全 架 橋 あ る い は 部 分 架 橋 さ れ た エ チ レ ン プ ロ ピ
レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 分 散 さ せ た 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （
Ｔ Ｐ Ｖ ） を 使 用 し た 。 前 記 Ｔ Ｐ Ｖ に は 、 エ ー イ ー エ ス 社 製 の 商 品 名 「 サ ン ト プ レ ン １ ０ １
－ ７ ３ 」 を 用 い 、 射 出 成 型 に て 厚 さ ２ ｍ ｍ に 成 型 し た 試 験 片 を 用 い た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 実 施 例 ３ は 、 実 施 例 ２ と 同 じ ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） に エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム
（ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 分 散 さ せ た 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） を 使 用
し た 。 前 記 Ｔ Ｐ Ｖ に は 、 Ｄ Ｓ Ｍ 社 製 の 商 品 名 「 サ ー リ ン ク ４ １ ７ ５ 」 を 射 出 成 型 に て 厚 さ
２ ｍ ｍ に 成 型 し た 試 験 片 を 用 い た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 比 較 例 １ 及 び 比 較 例 ２ は 、 実 際 に 温 水 配 管 用 ホ ー ス と し て 使 用 さ れ て い る 材 料 を 用 い た
。 比 較 例 １ に は 、 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 適 宜 加 硫 し 、 厚 さ ２ ｍ ｍ
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に 成 型 し た 試 験 片 を 用 い 、 比 較 例 ２ に は 、 塩 化 ビ ニ ル 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ Ｃ
） を 厚 さ ２ ｍ ｍ に 成 型 し た 試 験 片 を 用 い た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 実 施 例 １ ～ ３ 、 及 び 比 較 例 １ ～ ２ に つ い て 、 次 の 各 種 試 験 を 行 っ た 。
＜ 耐 水 性 ＞
　 Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ６ ２ ５ ８ （ 加 硫 ゴ ム の 浸 せ き 試 験 方 法 ）  に 準 じ て 、 試 験 片 を 精 製 水 に 浸 漬 し
て ７ ０ ℃ で ３ ０ ０ ｈ ～ １ ０ ０ ０ ｈ 促 進 老 化 さ せ た 後 、 体 積 変 化 率 を 測 定 し た 。
＜ 耐 塩 素 水 性 ＞
　 Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ６ ２ ５ ８ （ 加 硫 ゴ ム の 浸 せ き 試 験 方 法 ）  に 準 じ て 、 試 験 片 を 塩 素 水 （ ０ ． ３
％ 塩 素 水 を 水 で 希 釈 ）  ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ に 浸 漬 し て ７ ０ ℃ で ３ ０ ０ ｈ ～ １ ０ ０ ０ ｈ 促 進 老 化
さ せ た 後 、 体 積 変 化 率 を 測 定 し た 。
＜ 耐 不 凍 液 性 ＞
　 Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ６ ２ ５ ８ （ 加 硫 ゴ ム の 浸 せ き 試 験 方 法 ） に 準 じ て 、 試 験 片 を 調 整 済 み 不 凍 液  
Ｋ Ｔ ブ ラ イ ン Ｐ － ３ ４ (プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ２ ９ ～ ３ ３ ％ )に 浸 漬 し て １ ０ ０ ℃ で ３ ０ ０
ｈ ～ １ ０ ０ ０ ｈ 促 進 老 化 さ せ た 後 、 体 積 変 化 率 を 測 定 し た 。
＜ 耐 熱 性 ＞
　 Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ６ ２ ５ ７ （ 加 硫 ゴ ム の 老 化 試 験 方 法 ）  に 準 じ て 、 試 験 片 を ８ ０ ℃ お よ び １ ０
０ ℃ に て １ ０ ０ ｈ ～ １ ０ ０ ０ ｈ 老 化 さ せ た 後 、 硬 さ 変 化 、 引 張 強 さ 変 化 、 伸 び 変 化 を 測 定
し た 。
＜ 熱 間 時 物 性 ＞
　 雰 囲 気 温 度 ８ ０ ℃ お よ び １ ０ ０ ℃ に て Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ６ ２ ５ １ お よ び Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ６ ２ ５ ３ に 準 じ
て 、 硬 さ 、 引 張 強 さ お よ び 伸 び を 測 定 し た 。
＜ 耐 抽 出 性 ＞
　 Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ６ ２ ５ ８ （ 加 硫 ゴ ム の 浸 せ き 試 験 方 法 ） に 準 じ て 、 試 験 片 を 精 製 水 、 塩 素 水 （
０ ． ３ %塩 素 水 を 水 で 希 釈 ）  ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ お よ び 調 整 済 み 不 凍 液 Ｋ Ｔ ブ ラ イ ン Ｐ － ３ ４ (
プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ２ ９ ～ ３ ３ %)に 浸 漬 し 、 精 製 水 、 塩 素 水 は ８ ０ ℃ 、 不 凍 液 は １ ０ ０
℃ で ３ ０ ０ ｈ ～ １ ０ ０ ０ ｈ 促 進 老 化 さ せ た 後 、 試 験 液 の 変 色 を 確 認 し た 。
　 測 定 結 果 を 表 １ に 示 す 。 　
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 試 験 結 果 は 、 実 施 例 １ 、 ２ 、 ３ は 、 温 水 配 管 用 ホ ー ス 材 料 と し て 適 し て い る こ と を
示 し て い る 。
　 実 施 例 １ は 温 水 配 管 用 ホ ー ス 材 料 と し て 使 用 可 能 で あ る が 、 ８ ０ ℃ 以 上 で の 熱 間 時 物 性
が 実 施 例 ２ 、 ３ の 方 が 優 れ て お り 、 近 年 の 高 温 の 湯 で 効 率 よ く 給 湯 ま た は 追 焚 き を 行 う と
い う 用 途 を 考 え る と 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） と エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ
Ｍ ） か ら な る オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） は 温 水 配 管 用 ホ ー ス と し て 使
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用 可 能 で あ る が 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） マ ト リ ッ ク ス （ 連 続 層 ） に 完 全 架 橋 あ る い は 部
分 架 橋 さ れ た エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 分 散 さ せ た 動 的 架 橋 オ レ フ ィ
ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） を 用 い る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ 、 ２ 、 ３ は 、 水 、 塩 素 水 、 不 凍 液 で の 耐 抽 出 性 に 優 れ て お り 、 発 明 者 ら
は 種 々 の 材 料 に つ い て 検 討 を 行 う 中 で ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） と エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ
ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） か ら な る オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） が 、 水 、 塩 素
水 、 不 凍 液 で の 耐 抽 出 性 に 優 れ て い る こ と を 発 見 し た 。 ま た 、 上 記 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系
熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） を 用 い る こ と に よ り さ ら に 耐 抽 出 性 を 良 く す る こ と が 出
来 る こ と が 分 か る 。 さ ら に 、 外 観 の 悪 化 、 機 械 的 物 性 を 考 え る と 上 記 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン
系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） は ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） マ ト リ ッ ク ス （ 連 結 層 ） に
５ μ ｍ 以 下 の 完 全 架 橋 あ る い は 部 分 架 橋 さ れ た エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ
） を 分 散 さ せ た 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） と す る こ と が よ り
好 ま し い 。 ま た 、 耐 抽 出 性 は 架 橋 度 に 影 響 を 受 け る こ と よ り 、 完 全 架 橋 さ れ た 動 的 架 橋 オ
レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） と す る こ と が さ ら に 好 ま し い 。
（ 実 施 例 ４ ～ ８ ）
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 実 際 に ホ ー ス を 作 成 し 、 各 種 試 験 を 行 っ た 。 ホ ー ス は 、 実 施 例 ２ ， ３ と 同 様 に 、
ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） マ ト リ ッ ク ス （ 連 続 層 ） に ５ μ ｍ 以 下 の 完 全 架 橋 あ る い は 部 分 架
橋 さ れ た エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 分 散 さ せ た 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系
熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） と し て 、 Ａ Ｅ Ｓ 社 製 の 商 品 名 「 サ ン ト プ レ ン １ ０ １ － ７
３ 」 を 用 い 、 補 強 層 と し て ポ リ エ ス テ ル 繊 維 ２ ２ ０ ０ ｄ ｅ ｘ を 編 み 角 度 ４ ０ ～ ６ ５ ° に て
編 み 込 み 、 外 層 に 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） と し て 、 Ａ Ｅ Ｓ
社 製 の 商 品 名 「 サ ン ト プ レ ン ８ ２ ２ １ － ７ ０ 」 を 用 い て 作 成 し た 。 な お 、 編 み 角 度 と 編 組
中 心 外 径 は 、 次 式 に よ り 算 出 し た 。
　 編 み 角 度 ＝ ｔ ａ ｎ － １ （ 編 組 中 心 外 径  × π （ 円 周 率 ） ／ 編 組 ピ ッ チ ）
　 　 　 編 組 中 心 外 径 ＝  (編 組 外 径 ＋ チ ュ ー ブ 外 径 ) ／ ２
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 編 み 角 度 は 、 実 施 例 ４ を ４ ０ ° 、 実 施 例 ５ を ４ ５ ° 、 実 施 例 ６ を ５ ０ ° 、 実 施 例 ７ を ６
０ ° 、 実 施 例 ８ を ６ ５ ° と し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 実 施 例 ４ ～ ８ に つ い て 、 次 の 各 種 試 験 を 行 っ た 。
＜ 接 着 性 試 験 ＞
　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ６ ３ ３ ０ － ６ （ 第 ６ 部 ： 接 着 試 験 ） に 準 じ て 内 層 と 外 層 の 間 の 接 着 力 を 測 定
し た 。
＜ 耐 圧 性 ＞
　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ６ ３ ３ ０ － ２ （ 第 ２ 部 ： 耐 圧 性 試 験 ） の ７ ． １ 項 （ 耐 圧 試 験 ） に 準 じ て 試 験
圧 力 ０ ． ３ MＰ ａ 、 試 験 時 間 は ５ 分 に て 試 験 後 、 漏 れ 等 異 常 の 有 無 を 確 認 し た 。 な お 、 雰
囲 気 温 度 は RT（ 室 温 ） お よ び ８ ０ ℃ 中 に て 試 験 を 実 施 し た 。
　 測 定 結 果 を 表 ２ に 示 す 。 　
【 ０ ０ ２ ７ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 結 果 か ら 、 外 層 を オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー に よ り 形 成 す る こ と に よ っ て
、 加 硫 工 程 が 不 用 で 、 ま た 接 着 層 や 中 間 層 が 不 用 と な り 工 程 を 簡 素 化 す る こ と が 出 来 る 。
ま た 、 上 記 結 果 か ら 、 内 層 と 外 層 の 接 着 力 は １ ． ２ ｋ Ｎ ／ ｍ 以 上 と す る こ と が 好 ま し く 、
編 角 度 を ６ ０ ° 以 上 と し た 場 合 網 目 が 小 さ く な り 、 内 層 と 外 層 の 溶 着 面 積 が 小 さ く な る こ
と に よ り 接 着 力 が 低 下 す る 。 ま た 、 温 水 配 管 用 ホ ー ス と し て 使 用 す る 場 合 、 耐 圧 性 は ０ ．
３ Ｍ ｐ ａ 以 上 と す る こ と が 好 ま し く 、 編 み 角 度 を ４ ５ ° 以 下 と し た 場 合 常 温 で は 問 題 な い
も の の ８ ０ ℃ 雰 囲 気 中 で 金 具 抜 け が 発 生 す る な ど 、 ８ ０ ℃ の 温 水 を 流 し た 場 合 耐 圧 性 を 保
持 で き な い 可 能 性 が あ る 。 従 っ て 、 編 角 度 は ４ ５ ° ～ ６ ０ ° と す る こ と が よ り 好 ま し い 。
（ 実 施 例 ９ 、 １ ０ ）
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 実 施 例 ４ ～ ８ と 同 様 に ホ ー ス を 作 成 し 、 各 種 試 験 を 行 っ た 。 実 施 例 ９ の 内 層 に は
、 実 施 例 ４ ～ ８ と 同 じ く 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） マ ト リ ッ ク ス （ 連 続 層 ） に ５ μ ｍ 以 下
の 完 全 架 橋 あ る い は 部 分 架 橋 さ れ た エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 分 散 さ
せ た 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） と し て 、 Ａ Ｅ Ｓ 社 製 の 商 品 名
「 サ ン ト プ レ ン １ ０ １ － ７ ３ 」 を 用 い 、 補 強 層 と し て ポ リ エ ス テ ル 繊 維 ２ ２ ０ ０ ｄ ｅ ｘ を
編 み 角 度 ５ ３ ° に て 編 み 込 み 、 外 層 に 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ
Ｖ ） と し て 、 Ａ Ｅ Ｓ 社 製 の 商 品 名 「 サ ン ト プ レ ン ８ ２ ２ １ － ７ ０ 」 を 用 い て ホ ー ス を 作 成
し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 実 施 例 １ ０ の 内 層 に は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） マ ト リ ッ ク ス （ 連 続 層 ） に ５ μ ｍ 以 下
の 完 全 架 橋 あ る い は 部 分 架 橋 さ れ た エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 分 散 さ
せ た 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） と し て 、 Ｄ Ｓ Ｍ 社 製 の 商 品 名
「 サ ー リ ン ク ４ １ ７ ５ 」 を 用 い 、 補 強 層 と し て ポ リ エ ス テ ル 繊 維 ２ ２ ０ ０ ｄ ｅ ｘ を 編 み 角
度 ５ ３ ° に て 編 み 込 み 、 外 層 に 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） と
し て 、 Ｄ Ｓ Ｍ 社 製 の 商 品 名 「 サ ー リ ン ク ４ １ ６ ５ 」 を 用 い て ホ ー ス を 作 成 し た 。 比 較 例 ３
の 内 層 に は エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 用 い 、 比 較 例 ４ の 内 層 に は 、 塩
化 ビ ニ ル 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ Ｃ ） を 用 い た 温 水 配 管 用 ホ ー ス を 作 成 し た 。 比
較 例 ３ ， ４ に は 、 市 販 さ れ て い る 温 水 配 管 用 ホ ー ス と 同 じ 材 質 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 実 施 例 ９ 、 １ ０ 及 び 比 較 例 ３ ， ４ に つ い て 、 次 の 各 種 試 験 を 行 っ た 。
＜ 臭 気 性 ＞
　 ホ ー ス １ ０ mに 精 製 水 を 封 入 し 、 ８ ０ ℃ の 雰 囲 気 中 に ２ ４ 時 間 放 置 後 、 封 入 液 を 採 取 し
環 境 庁 大 気 保 全 局 大 気 生 活 環 境 室 編 集 臭 覚 測 定 法 マ ニ ュ ア ル （ 排 出 水 資 料 編 ） に 準 じ 三 点
比 較 式 フ ラ ス コ 法 に よ り 臭 気 濃 度 を 測 定 し た 。
＜ 汚 染 性 ＞
　 ホ ー ス に 塩 素 水 （ ０ ． ３ ％ 塩 素 水 を 水 で 希 釈 ） ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ を 封 入 し 、 ８ ０ ℃ の 雰 囲 気
中 に ２ ０ ０ ｈ 放 置 後 、 封 入 液 の 変 色 を 観 察 し た 。 ま た 、 そ の 後 ホ ー ス を ２ つ 割 に し て 、 ホ
ー ス 内 面 を 綿 棒 に て ふ き と り 付 着 物 の 色 を 観 察 し た 。
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＜ 最 小 曲 げ 半 径 ＞
　 ホ ー ス を 折 り 曲 げ た と き 外 径 変 化 率 が １ ０ ％ と な る 曲 げ 半 径 を 最 小 曲 げ 半 径 と し て 求 め
た 。 外 径 変 化 率 （ ％ ） は 、 次 の 式 に よ り 求 め た 。
　 外 径 変 化 率 （ ％ ） ＝ （ 初 期 の ホ ー ス 外 径 -折 り 曲 げ 後 の ホ ー ス 外 径 ） ／ 初 期 の ホ ー ス 外
径 × １ ０ ０
＜ 加 速 試 験 ＞
　 ホ ー ス を 継 手 金 具 に 組 み 付 け ８ ０ ℃ ま た は １ ０ ０ ℃ 雰 囲 気 中 で エ ア ー に て ０ ． ３ Ｍ Ｐ ａ
に て 加 圧 し 、 漏 れ 等 の 異 常 の 発 生 す る 時 間 を 求 め た 。
＜ ツ イ ン 接 着 性 ＞
　 ２ 本 の ホ ー ス を 並 列 に 配 し 溶 着 に よ り ツ イ ン 管 と し 、 ２ 本 の ホ ー ス を 引 き 裂 く の に 必 要
な 荷 重 （ 接 着 力 ） を 求 め た 。
　 測 定 結 果 を 表 ３ に 示 す 。 　
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 実 施 例 ９ 、 １ ０ は 比 較 例 ３ 、 ４ に 比 べ て 格 段 に 臭 気 性 （ 臭 気 濃 度 ） に 優 れ て い る 。 従 っ
て 、 得 ら れ た ホ ー ス は 、 水 ま た は 温 水 へ の 臭 い の 移 行 が 少 な く 実 際 に 温 水 配 管 用 ホ ー ス と
し て 使 用 し た 場 合 、 水 ま た は 温 水 に 臭 い が 移 る こ と は ほ と ん ど 無 い 。 ま た 、 実 施 例 ９ 、 １
０ は 比 較 例 ３ 、 ４ に 比 べ て 汚 染 性 に 優 れ て お り 、 水 道 水 な ど 塩 素 を 含 む 水 ま た は 温 水 に 使
用 し た 場 合 に 、 ホ ー ス 内 で 水 が 滞 留 し 塩 素 濃 度 が 上 昇 し た 場 合 な ど を 考 慮 し て も 色 水 （ 黒
水 ） の 発 生 が な い 。 さ ら に 、 実 施 例 ９ 、 １ ０ は 、 最 小 曲 げ 半 径 、 加 速 試 験 に お い て も 良 好
な 結 果 を 示 し 、 ま た 内 層 お よ び 外 層 に 使 用 す る 材 料 が 低 比 重 （ ０ ． ９ ６ ～ １ ． ０ ０ ） で あ
る こ と よ り 、 軽 量 化 、 柔 軟 性 、 耐 熱 性 、 耐 久 性 お よ び 金 具 組 付 性 に 優 れ た ホ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 上 記 結 果 か ら 、 実 施 例 ９ 、 １ ０ は 、 ツ イ ン 管 と し て 使 用 す る た め に 十 分 な ツ イ ン
接 着 力 を 有 し て お り 、 外 層 に 動 的 架 橋 オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｖ ） を 用
い た こ と に よ り 、 溶 着 に よ り ２ 本 ま た は ３ 本 以 上 の ホ ー ス を 接 合 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に 係 る 液 体 用 ホ ー ス の 一 部 を 切 り 欠 い た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に 係 る ツ イ ン 管 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ ： 内 層
　 ２ ： 補 強 糸 層
　 ３ ： 外 層

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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